
門沢橋小学校 学校運営協議会 議事録 

（令和６年度 第３回） 

 

１．日時    令和７年２月１９日（水） 10:00～11:30 

２．場所    門沢橋小学校 家庭科室 

３．出席者    牛村忠雄委員、二見宏二委員、清水文生委員、大島千佳委員、 

        米山恵委員、鈴木美由紀委員、武井友勝委員、大河原俊一委員、 

青木賢一委員、市川由一委員、境景子委員、土谷政巳委員 

 

４．会議の内容 

（１）委員長挨拶 

牛村委員長：今年度もあと少し。一年を振り返りながら、次年度について、皆さん 

で意見を出し合い、門沢橋小学校をさらによりよくしていくための協 

議を行いたい。地域が学校を支えるという観点からも、今後ともよろ 

しくお願いしたい。 

 

（２）学校長挨拶 

    境 校長 ：門沢橋小学校の特色である稲作において、今年度も、すべての活動が 

無事に終了した。また、学校は、次年度に向けて様々な検討をしてい 

る。次年度も門沢橋小学校の子どもたちのために、学校・保護者・地 

域皆の力を合わせてがんばっていけたらありがたい。 

 

（３）報告事項 

  ① 学校教育活動の評価結果および分析について（境校長） 

     ※令和６年度学校教育活動評価アンケート結果をもとに、前年度の結果と比較し 

ながら、分析・考察について説明 

 

    大島委員 :調査方法として、児童用一人一台端末タブレットを活用できたのはよ 

いことだが、回答率が上がるとなおよい。 

        各委員  ：「学校が楽しい」と感じている子が多いのはとてもよいことだ。 

    各委員  ：あいさつをする子も増えているようでよいことだ。 

 

② 全国学力学習状況調査の結果について（境校長） 

※１２月に海老名市ＨＰにて公開 

※令和６年度門沢橋小学校の調査結果をもとに、本校の特徴・課題・今後の具体 

的な指導改善のポイントや、取組について説明 

 

大島委員 ：児童質問紙の中で「学校に行くのは楽しい」と回答している児童の割 



合が、全国平均と比べて約 20ポイントも上回っているのはすごい。 

今後も大事にしたい。 

 

（４）協議事項 

① 令和７年度学校運営および教育課程について 

境 校長 ：職員と協議・検討を重ねて、令和７年度のグランドデザインが固まっ 

てきたところ。令和７年度の取組みの中で、「モジュール学習」を始 

めたいと考えている。  

※「モジュール学習」について説明 

※導入することでのメリットと課題について説明 

※「モジュール学習」への取組み方について説明 

※「モジュール学習」を取り入れることによる日課変更について説明 

 

大島委員 ：教科は特定するのか？ 

境 校長 ：初年度なので、国語または算数としたい。学年で統一する。  

各委員  ：１５分の授業と考えると、集中力アップにつながるかもしれない。 

各委員  ：１５分で何ができるのか？  

各委員  ：架け橋プログラムも１５分の活動があった。 

各委員  ：休憩時間はどう設定するのか？ 

武井委員 ：子どもへの１番の効果は？ 

各委員  ：子どもが早く帰ることができる日が増えることは、放課後の時間にゆ 

とりができ、よいのではないか。 

各委員  ：仕事をもつ保護者は多いので、早めに保護者や学童保育施設へもアナ 

ウンスした方がよい。 

鈴木委員 ：朝学習の時間に設定していたブックタイムはどうなるのか？ 

 

※意見や質問、課題等を出し合い、協議 

※境校長や各委員から、他校の情報提供 

 

境 校長 ：協議いただいた内容を整理し、職員会議で職員と協議した上で、令和 

７年度から取り組むこととしたい。 

    牛村委員長：何事も始めてみないとわからないところもある。子どもたちにとって 

も、教職員にとっても、メリットがある取組みならば、今ある課題を 

ふまえて取組んでみて、経過の報告を学校からもらいながら今後も引 

き続き協議していくこととする。 

 

② その他 

各委員  ：門沢橋小学校は今も集団登校はしているのか？ 



鈴木委員 ：地区委員さんがいて、その方々が中心となり集団登校としている。 

登校班はなくさないでほしいという保護者の意見もある。 

米山委員 ：このあたりはトラックも多く、園でも保護者に気をつけるように伝え 

るとともに、子どもたちにも伝えている。車道と歩道の間の縁石に乗 

る子もいるようなので、今後も声をかけていく。 

各委員  ：命にかかわることなので、大人は、特に保護者は、子どもと一緒に歩 

きながら交通安全について、また、危険なことについて伝えていく必 

要がある。 

土谷委員 ：門沢橋コミュニティセンターの利用の仕方も含め、大人側のモラル意 

識の向上にも期待したい。学校として、周りの大人は子どもたちのよ 

き手本となるように、職員にも保護者にも地域にも今後も働きかけて 

いく。 

牛村委員 ：子どもたちのよりよい成長のためには、周りの大人たちも自分たちの 

行いに気をつけることも大事である。 

 

（５）その他 

 

  ① 第５２回門沢橋小学校卒業式について 

     ※日程および参列者の確認 

 

  ② 第５３回門沢橋小学校入学式について 

     ※ご案内と日程および参列者の確認 

 

③ 令和７年度の学校運営協議会委員について 

     ※任期満了に伴う委員変更等の報告 

 

 

 

                                     以上 


